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基礎連続

6 北上・三
2 現地・⾸
5 基礎連続
2 基礎連続
2〜4/5 ネパール
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四季・懇
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富⼠⼭森
基礎連続

4 基礎連続
5 北上・三
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8 現地講座

現地・⾸
1-12 富⼠⼭森
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⾸都圏講座 ⾸都圏

続
続 ⼭の⾃
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続 ⼭の⾃
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ル ネパー
続 ⼭の⾃
三陸 ⼗三浜
懇談 井の頭
三陸 ⼗三浜
森林復元 協定林
続 ⼭の⾃
続 ⼭の⾃
三陸 きたか
三陸 気仙沼
座 茅野市
⾸都圏講座 筑波⼭
森林復元 マメザ
座 志賀⾼
リング 調査プ
ープリター 志賀⾼
森林復元 下刈り
森林復元 種⼦採
続 ⼭の⾃
三陸 海べの
森林復元 種⼦採
続 ⼭の⾃
続 ⼭の⾃
続 ⼭の⾃
座 会員の

活動種別

総会と

⼭の⾃

特
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ロットの温度
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的としたボラ
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／ 信州散

相互の交流を

井の頭

らの企画によ

動・行事・講

 

圏現地講座 「多摩川

記念講演 「⼭に登

⾃然学講座2016・室内
浜プロジェクト／建築
圏現地講座 「展望の
⾃然学講座2016・室内
⾃然学講座2016・室内
ール藪椿普及活動（第
⾃然学講座2016・現地
浜プロジェクト／製作
頭公園 お花⾒会
浜プロジェクト／製作
林の整備・作業道の刈
⾃然学講座2016・室内
⾃然学講座2016・現地
かみ春祭りへの参加・
沼・苗畑と果樹園の整
市・市⺠の森散策と尖
⼭の新緑探索／筑波⼭
ザクラの種⼦採取／天
⾼原で、インタープリ
プロットの温度計デー
⾼原 クリスチャニア
りと枝払い・ツタきり
採取および樹⽊の観察
⾃然学講座2016・室内
の森をつくろう会植樹
採取および樹⽊の観察
⾃然学講座2016・室内
⾃然学講座2016現地(
⾃然学講座2016・室内
の活動発表会

と記念講演・⼭から始

⾃然学講座2016・全1

特定非営利活動

日（木曽駒周

度計データの

 

で、違う民族

ランティア活

月 5 日  ※

散策会   

を深める行事

頭公園のお花

より適宜、企

講座等の日程順

川〜淺川の冬⿃観察」

登る⼈間に知ってほし

内(1)「⾃然観察の視
築の現地設置打ち合わ
の浅間嶺を歩く」
内(2)「⼤地の変動と
内(3)「植物の⽣存と

第9回）
地(1) あきる野「東

作した建築の運搬・現

作した建築の現地設置
刈り払い等
内(4)「⽇本の植⽣」
地(2) ⾼尾⼭「世界

・お⼿伝い／建築の現
整備と種まきなど
尖⽯特別史跡ほか縄⽂
⼭の固有種・ホシザキ
天然林の踏査と観察会
リター体験講座
ータの回収・植⽣の調
「夏休み⾃然教室」
り
察会（１）
内(5)「氷河と海洋か

樹祭への協⼒・樹⽊の
察会（２）「富⼠⼭南
内(6)「⽇本の動植物
(3) 紅葉の三頭⼭・
内(7)「アウトドアか

実施内容（主な

始まる⾃然保護 201

10回（383回／室内

動法人 山の

 
周辺の現地調

の回収・植生

 

族の、違う生

活動です。 
※会員から募集

     

事として、四

花見会 担当

企画・実施し

順予定一覧

（381回）

しい⽕⼭活動の知識」

視点」と「氷河時代に
わせ・現地調整

と⽇本列島の地質の形
と繁殖の戦略・したた

東京にカタクリのある
現地設置作業

置・調整作業（気仙沼

界⼀登⼭者の多い⼭の
現地組み⽴て作業

⽂遺跡⾒学
キユキノシタを⾒にい
会

調査

からみた地球環境」
の種⼦採取活動
南麓・ブナ林と樹⽊観
物相の起源」
・東京都檜原都⺠の森
から考える⾃然学」

な活動）

16（382回）

7回+現地3回）

の自然学クラ

調査） 
生調査と写真撮

担当

生活様式での彼

集した寄附を

   担当者

四季の行事と懇

当者：吉川正

します 

（未定のもの

⽇

」
室

について」 科
⽯
檜

形成」 ic
たかな植物たち」 ic

ネ
る不思議・河岸段丘あ

⽯

沼） ⽯

ic
の不思議」 ⾼

⽯
気
茅

いこう！ 筑

志
⽊
志

兼
ic
気

観察」 兼
ic

森(三頭⼭のブナ) 三
ic
都

エ

ブ 

撮影を行いま

当者：長谷川

彼等の暮らし

を持参します

者 吉川 正

懇談会などを

正幸 
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